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東京都防衛協会
○
東
京
都
防
衛
協
会
は
、
区
市
町
村
の
民

間
の
有
志
で
構
成
さ
れ
て
い
る
地
区
協

会
を
中
心
に
、
昭
和
41
年
３
月
に
結
成

さ
れ
た
任
意
の
団
体
で
す
。

○
「
自
分
の
国
は
自
分
で
守
る
」
の
気
概

を
も
っ
て
、
広
く
都
民
の
間
に
防
衛
意

識
の
普
及
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
自

衛
隊
を
激
励
支
援
し
て
そ
の
充
実
発
展

に
寄
与
す
る
よ
う
な
広
範
な
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

○
会
報
紙
「
東
京
都
防
衛
協
会
会
報
」
を

発
行
し
、
協
会
や
部
隊
・
自
衛
隊
の
活

動
を
紹
介
し
、
都
民
と
自
衛
隊
の
間

の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
家
族
と
も

ど
も
お
健
や
か
に
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
に
は
、
旧
年
中
、

真
摯
か
つ
積
極
的
に
防
衛

協
会
の
活
動
に
ご
参
加
い

た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
、
我
が
国

で
は
新
天
皇
の
ご
即
位
に

係
る
諸
行
事
が
執
り
行
わ

れ
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
初
め
て
日
本
で

開
催
さ
れ
る
な
ど
喜
ば
し

い
出
来
事
が
続
き
ま
し
た
。

一
方
で
世
界
の
安
全
保
障

環
境
は
、
地
域
紛
争
や
国

際
テ
ロ
な
ど
に
加
え
て
、

海
洋
・
宇
宙
・
サ
イ
バ
ー

空
間
な
ど
国
境
を
越
え
た

新
た
な
領
域
に
お
け
る
課

題
が
顕
在
化
す
る
な
ど
不

透
明
・
不
確
実
な
状
況
が

続
き
ま
し
た
。

特
に
わ
が
国
を
取
り
巻

く
情
勢
を
振
り
返
る
と
、

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル

開
発
に
係
る
米
朝
首
脳
会

談
は
進
展
せ
ず
、
中
国
に

よ
る
南
シ
ナ
海
や
東
シ
ナ

海
に
お
け
る
一
方
的
な
活

動
は
継
続
し
、
ま
た
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
極
東
地
域
で

の
軍
事
活
動
が
活
発
化
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
更

に
は
イ
ラ
ン
を
巡
る
動
き

が
慌
た
だ
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
情
勢
は
一
層
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
自
衛

隊
の
皆
様
は
、
周
辺
海
空

域
の
警
戒
監
視
や
海
外
任

務
は
も
と
よ
り
、
大
規
模

自
然
災
害
等
に
も
即
応
す

る
た
め
日
々
訓
練
に
精
励

さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、

８
月
の
前
線
に
伴
う
大
雨
、

台
風
15
号
・
19
号
に
よ
る

大
規
模
な
停
電
や
河
川
の

氾
濫
・
土
砂
崩
れ
等
の
災

害
に
、
自
衛
隊
の
皆
様
は

迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し

て
、
救
援
・
救
助
活
動
等

で
大
い
に
活
躍
し
ま
し
た
。

国
外
で
は
、
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
地
域
の
平
和
と
安
定

の
た
め
、
米
国
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
諸
国
と
の
防
衛
協

力
・
交
流
を
強
化
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
ソ
マ
リ

ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
に
お
け

る
海
賊
対
処
行
動
等
、
自

衛
隊
の
国
際
平
和
協
力
活

動
は
国
際
的
に
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

国
内
外
で
の
活
動
に
よ
り
、

国
民
の
自
衛
隊
に
対
す
る

信
頼
と
期
待
は
一
段
と
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
夏
に
開

催
さ
れ
る
「
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
、
「
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
成
功
の

た
め
に
は
、
わ
が
国
の
安

全
・
安
心
の
確
保
が
不
可

欠
で
す
。
こ
の
た
め
に
は

防
衛
省
・
自
衛
隊
を
含
め

た
国
家
的
な
対
応
が
迫
ら

れ
て
お
り
、
自
衛
隊
を
支

援
す
る
防
衛
協
会
の
活
動

も
益
々
重
要
性
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

東
京
都
防
衛
協
会
は
各

地
区
防
衛
協
会
と
の
連
携

を
更
に
深
め
る
と
と
も
に

特
別
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
得
て
、
「
国
民
の
防

衛
意
識
の
普
及
高
揚
を
図

る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
を

激
励
支
援
し
て
そ
の
充
実

発
展
を
助
長
し
、
も
っ
て

わ
が
国
の
平
和
と
繁
栄
に

寄
与
す
る
」
と
い
う
本
会

の
使
命
達
成
に
向
け
て
、

会
勢
の
拡
大
及
び
必
要
な

各
種
事
業
を
一
層
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
本
年
も

引
き
続
き
皆
様
の
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
各
協
会
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会

員
各
位
の
ご
多
幸
を
祈
念

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
東

京
都
防
衛
協
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家

族
も
含
め
お
健
や
か
に
輝

か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
旧
年
中
は
東
京

地
本
に
対
し
ま
し
て
格
別

な
る
ご
厚
情
と
ご
支
援
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

安
全
保
障
環
境
が
厳
し

さ
を
増
す
中
、
自
衛
隊
が

時
代
の
要
請
に
応
じ
、
任

務
を
完
遂
す
る
た
め
に
は
、

「
適
質
で
十
分
な
規
模
の

人
材
を
安
定
的
に
確
保
」

す
る
と
と
も
に
「
有
用
か

つ
多
様
な
人
材
を
戦
略
的

に
育
成
・
運
用
」
し
、
自

衛
隊
で
の
勤
務
を
通
じ
て

成
長
し
た
「
優
秀
な
人
材

を
国
家
・
地
域
社
会
に
還

元
」
す
る
。
そ
し
て
こ
れ

を
募
集
に
つ
な
げ
る
好
循

環
を
生
み
出
す
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

の
サ
イ
ク
ル
の
原
動
力
が

全
国
五
十
個
の
地
方
協
力

本
部
で
あ
り
、
そ
の
中
で

も
我
々
自
衛
隊
東
京
地
方

協
力
本
部
が
、
「
全
国
筆

頭
地
本
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

地
本
」
の
地
位
を
深
く
肝

銘
し
、
そ
の
役
割
を
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

募
集
・
援
護
・
予
備
自
衛

官
等
の
各
種
目
標
を
達
成

し
得
る
よ
う
情
熱
と
執
念

を
も
っ
て
努
力
す
る
所
存

で
す
。
引
き
続
き
皆
様
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

結
び
に
東
京
都
防
衛
協

会
の
益
々
の
ご
発
展
及
び

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
し

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年

東
京
都
防
衛
協
会
会
長

佃

和
夫

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

東
京
都
防
衛
協
会
の
皆
様

に
は
穏
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧

年
中
は
、
第
一
師
団
の
部

隊
・
隊
員
に
対
し
ま
し
て
、

格
別
の
ご
厚
情
と
ご
支
援

を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
改
め
て
自
然
の

猛
威
に
な
す
術
も
な
い
人

間
の
無
力
さ
を
感
じ
た
昨

年
で
す
が
、
９
月
の
台
風

15
号
、
10
月
の
19
号
の
被

害
を
受
け
て
災
害
派
遣
活

動
を
行
っ
た
だ
け
で
は
な

く
、
埼
玉
県
比
企
郡
と
き

が
わ
町
、
同
県
飯
能
市
、

静
岡
県
浜
松
市
及
び
東
京

都
檜
原
村
に
お
い
て
山
林

火
災
対
応
、
山
梨
県
道
志

村
に
お
い
て
行
方
不
明
者

捜
索
、
油
吸
着
マ
ッ
ト
の

輸
送
等
の
災
害
派
遣
任
務

を
完
遂
し
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
訓
練
に
お

い
て
は
、
年
度
を
通
じ
て

戦
闘
射
撃
能
力
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
師
団
演

習
、
印
陸
軍
と
の
実
動
訓

練
「
ダ
ル
マ
ガ
ー
デ
ィ
ア

ン
」
に
よ
り
実
戦
能
力
を

向
上
さ
せ
て
参
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
国
家
行
事
と
し

て
、
国
賓
（
米
大
統
領
）

に
対
す
る
国
旗
捧
持
、
即

位
の
礼
に
係
る
一
連
の
行

事
任
務
を
完
遂
し
、
首
都

圏
に
所
在
す
る
精
強
第
１

師
団
の
威
容
を
国
内
外
に

示
す
こ
と
が
で
き
た
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本

年
も
我
が
国
を
取
り
巻
く

安
全
保
障
環
境
は
依
然
厳

し
い
状
況
で
あ
る
と
と
も

に
、
56
年
振
り
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
、
国

外
か
ら
例
年
に
な
く
多
く

の
関
係
者
が
来
日
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
人
間
育
成
と
世

界
平
和
を
究
極
の
目
的
と

し
て
お
り
、
ま
さ
に
世
界

平
和
に
貢
献
す
る
た
め
、

何
事
も
な
く
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
閉
会
式
を
迎
え
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で

培
っ
た
実
力
以
上
の
も
の

を
求
め
ら
れ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

我
が
第
１
師
団
は
、
規
律

厳
正
に
し
て
士
気
旺
盛
、

日
夜
厳
し
い
訓
練
を
行
い
、

「
楽
し
く
全
力
を
出
し
、

喜
ん
で
全
力
を
出
さ
せ
る
」

強
い
首
都
圏
防
衛
師
団
と

し
て
一
層
の
練
度
向
上
を

図
る
所
存
で
す
。

東
京
都
防
衛
協
会
の
皆

様
に
は
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
、
新
年
の
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

第
１
師
団
長

陸
将

大
庭

秀
昭

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
長

陸
将
補

岸
良

知
樹

謹
賀
新
年

「
全
国
筆
頭
地
本
・
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
地
本
」
の
地
位
を
深
く

肝
銘
し
、
そ
の
役
割
を
果
た

す
！

楽
し
く
全
力
を
出
そ
う
！

喜
ん
で
全
力
を
出
さ
せ
よ
う
！

自
衛
隊
を
支
援
す
る
本
会
の
活
動
は
益
々
重
要
に
！



自
衛
隊
東
京
地
方
協
力

本
部
（
本
部
長

岸
良
陸

将
補
）
は
10
月
26
日
・
27

日
の
２
日
間
、
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
周
辺
で
開
催
さ

れ
た
「
働
く
く
る
ま
大
集

合
！
」
に
参
加
し
、
第
１

普
通
科
連
隊
の
支
援
を
受

け
て
自
衛
隊
車
両
を
展
示

す
る
等
広
報
活
動
を
実
施

し
た
。

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

の
会
場
と
最
寄
駅
を
つ
な

ぐ
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
公
園
に
設
置
し
た
広
報

ブ
ー
ス
に
は
多
く
の
来
場

者
が
足
を
止
め
、
展
示
し

た
高
機
動
車
の
荷
台
に
乗

り
込
ん
で
、
そ
の
広
さ
や

横
向
き
シ
ー
ト
の
座
り
心

地
を
体
感
し
た
り
、
軽
装

甲
機
動
車
を
間
近
に
確
認

す
る
等
、
普
段
目
に
す
る

こ
と
の
少
な
い
珍
し
い
車

両
の
展
示
に
興
味
を
示
し
、

「
災
害
派
遣
で
活
動
し
て

い
る
車
で
す
か
」
「
日
本

製
で
す
か
」
等
の
質
問
に

１
普
連
の
隊
員
が
わ
か
り

や
す
く
回
答
し
て
い
た
。

10
式
戦
車
の
射
撃
や
空

挺
降
下
が
疑
似
体
験
で
き

る
Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
）
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を

着
用
し
た
体
験
者
が
戦
車

の
操
縦
席
に
座
っ
た
よ
う

な
感
覚
で
上
下
左
右
を
見

回
し
た
り
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

か
ら
の
空
挺
降
下
映
像
を

体
験
し
て
思
わ
ず
手
足
を

広
げ
る
等
、
臨
場
感
あ
ふ

れ
る
Ｖ
Ｒ
体
験
に
夢
中
に

な
っ
て
い
た
。
台
風
19
号

に
係
る
災
害
派
遣
活
動
の

写
真
パ
ネ
ル
の
前
で
は
、

保
護
者
が
自
衛
隊
の
活
動

に
つ
い
て
子
供
に
説
明
し

て
い
た
り
、
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

自
衛
隊
の
活
動
を
確
認
し

て
い
ま
す
。
応
援
し
て
い

ま
す
」
「
自
衛
官
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
」
等

の
若
者
の
声
も
多
数
聞
か

れ
た
。
ま
た
、
東
京
地
本

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ト
ウ
チ
君
」
が
登
場
す

る
と
多
く
の
人
に
囲
ま
れ

る
等
、
イ
ベ
ン
ト
の
終
始

を
通
じ
広
報
ブ
ー
ス
は
大

い
に
賑
わ
っ
て
い
た
。

東
京
地
本
は
今
後
も
各

種
広
報
イ
ベ
ン
ト
等
を
通

じ
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す

る
理
解
と
関
心
を
深
め
て

い
け
る
よ
う
広
報
活
動
を

実
施
し
て
い
く
と
し
て
い

る
。

（２） 東京都防衛協会会報（１５号） 令和２年１月１日

自
衛
隊
中
央
病
院
は
、

昭
和
31
年
に
自
衛
隊
の
職

域
病
院
と
し
て
開
院
し
、

自
衛
隊
員
と
そ
の
家
族
の

診
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
５
年
に
保
険
医

療
機
関
化
（
オ
ー
プ
ン
化
）

し
、
地
域
の
皆
様
に
も
広

く
ご
利
用
頂
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
21
年

に
は
、
29
診
療
科
５
０
０

床
を
有
す
る
総
合
病
院
と

し
て
建
替
え
が
行
わ
れ
、

高
度
医
療
機
器
を
導
入
す

る
等
、
安
全
で
質
の
高
い

医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
22
年
に
は
救

急
告
知
病
院
と
し
て
一
般

の
救
急
患
者
の
受
入
を
開

始
、
平
成
28
年
に
は
東
京

都
か
ら
２
次
救
急
医
療
機

関
の
指
定
を
受
け
、
平
成

29
年
に
は
東
京
都
か
ら
第

一
種
感
染
症
指
定
医
療
機

関
の
指
定
を
受
け
る
等
、

地
域
医
療
へ
も
貢
献
し
て

い
ま
す
。

自
衛
隊
中
央
病
院
の
施

設
は
免
振
構
造
及
び
都
心

唯
一
の
大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

離
発
着
可
能
な
屋
上
ヘ
リ

ポ
ー
ト
を
有
し
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
も
二
重
化
す
る
等
、

首
都
直
下
地
震
等
の
大
規

模
災
害
時
に
お
い
て
も
多

様
な
機
能
が
発
揮
可
能
で

す
。自

衛
隊
中
央
病
院
の
任

務
は
、
「
隊
員
及
び
隊
員

家
族
並
び
に
地
域
住
民
の

診
療
」
、
「
診
療
に
従
事

す
る
隊
員
の
当
該
専
門
技

術
に
関
す
る
訓
練
及
び
診

療
放
射
線
業
務
に
従
事
す

る
隊
員
の
養
成
」
、
「
医

療
・
そ
の
他
の
衛
生
に
関

す
る
調
査
研
究
」

及
び

「
公
務
災
害
等
に
よ
り
障

害
を
負
っ
た
隊
員
の
部
隊

勤
務
及
び
社
会
復
帰
の
た

め
の
職
能
指
導
」
で
あ
り
、

自
衛
隊
の
最
終
後
送
病
院

と
し
て
、
ま
た
、
地
域
に

貢
献
す
る
医
療
機
関
と
し

て
、
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
カ
テ
ー
テ
ル
心

筋
焼
却
術
）
や
高
度
放
射

線
治
療
等
の
高
度
医
療
へ

の
取
組
み
、
自
衛
隊
衛
生

科
隊
員
へ
の
教
育
、
年
間

約
５
６
０
０
台
の
救
急
車

受
入
等
に
よ
る
救
急
医
療

能
力
向
上
並
び
に
テ
ロ
・

特
殊
災
害
、
新
興
・
再
興

感
染
症
対
処
及
び
首
都
直

下
地
震
等
の
大
規
模
災
害

を
想
定
し
た
指
揮
所
・
実

動
訓
練
の
実
施
に
よ
る
各

種
事
態
等
対
処
能
力
向
上
、

部
隊
・
隊
員
の
健
康
管
理

業
務
へ
の
積
極
的
な
関
り

に
よ
る
人
的
戦
闘
力
の
維

持
・
増
進
へ
の
寄
与
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
国
内
災
害
派
遣

で
の
医
療
支
援
チ
ー
ム
派

遣
及
び
国
際
平
和
協
力
活

動
へ
の
医
官
等
の
派
遣
等
、

国
内
外
で
活
動
す
る
自
衛

隊
を
医
療
の
面
か
ら
支
援

し
て
い
ま
す
。

今
後
も
自
衛
隊
の
活
動

及
び
地
域
医
療
に
益
々
、

貢
献
で
き
る
よ
う
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
協

力
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

自
衛
隊
中
央
病
院

自衛隊
中央病院

桜の季節の自衛隊中央病院

執刀中の医官と介助を行う
看護官

大型ヘリによる患者航空搬送
（訓練）

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力

本
部
は
９
月
１
日
、
多
摩

市
多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
周
辺

等
で
実
施
さ
れ
た
「
令
和

元
年
度
東
京
都
・
多
摩
市

合
同
総
合
防
災
訓
練
」
に

参
加
し
て
、
災
害
派
遣
等

自
衛
隊
の
能
力
・
活
動
等

に
つ
い
て
広
報
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
震
災
時

に
お
け
る
都
、
市
、
各
防

災
機
関
と
の
連
携
の
強
化

及
び
自
助
・
共
助
に
基
づ

く
地
域
防
災
力
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
例
年

実
施
さ
れ
て
お
り
、
自
衛

隊
の
ほ
か
、
警
察
・
消
防

等
関
係
機
関
が
参
加
し
、

今
年
度
は
多
摩
市
を
会
場

に
行
な
わ
れ
た
。

東
京
地
本
で
は
会
場
内

に
広
報
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、

パ
ネ
ル
写
真
や
映
像
等
に

よ
り
自
衛
隊
の
災
害
派
遣

活
動
の
様
子
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
偵
察
用
オ
ー

ト
バ
イ
を
展
示
し
て
自
衛

隊
に
対
す
る
理
解
の
促
進

を
図
っ
た
。

ま
た
、
本
年
２
月
に
東

部
方
面
総
監
部
と
の
間
で

災
害
時
の
情
報
収
集
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
た
一

般
社
団
法
人
日
本
Ｕ
Ｓ
Ａ

産
業
振
興
協
議
会
（
Ｊ
Ｕ

Ｉ
Ｄ
Ａ
）
の
無
人
航
空
機

（
ド
ロ
ー
ン
）
に
よ
る
撮

影
映
像
や
説
明
に
は
、
多

く
の
来
場
者
が
興
味
を
示

し
て
い
た
。

東
京
地
本
で
は
今
後
も

防
災
訓
練
等
の
機
会
を
活

用
し
、
首
都
直
下
型
地
震

等
の
災
害
発
生
時
に
お
け

る
新
た
な
取
り
組
み
を
含

む
自
衛
隊
の
活
動
を
積
極

的
に
広
報
し
て
理
解
の
促

進
に
努
め
て
い
く
と
し
て

い
る
。

台
風
15
号
に
よ
り
千
葉

県
に
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
て
、
収
束
も
ま
ま
な
ら

な
い
な
か
、
台
風
19
号
に

よ
る
猛
烈
な
雨
の
影
響
で
、

21
河
川
の
24
カ
所
で
堤
防

が
決
壊
、
大
規
模
な
洪
水

被
害
が
各
地
で
発
生
し
た
。

土
砂
災
害
も
相
次
ぎ
、
孤

立
状
態
に
な
っ
た
地
域
も

多
く
、
各
都
県
知
事
よ
り

災
害
派
遣
要
請
を
受
理
し

た
第
１
師
団
は
、
捜
索
や

救
助
活
動
を
実
施
し
た
。

▼
【
台
風
15
号
に
伴
う

災
害
派
遣
】

11
日
、
千
葉
県
知
事
か

ら
災
害
派
遣
要
請
を
隊
区

担
当
部
隊
で
あ
る
空
挺
団

が
受
理
し
、
９
月
12
日
に

第
１
後
方
支
援
連
隊
を
増

援
し
、
香
取
市
へ
前
進
さ

せ
て
給
水
支
援
活
動
を
実

施
し
た
。
そ
の
後
、
下
志

津
分
区
に
被
害
の
判
明
に

伴
い
、
第
１
普
通
科
連
隊
、

32
普
通
科
連
隊
、
第
１
通

信
大
隊
、
第
１
特
殊
武
器

防
護
隊
を
派
遣
し
、
土
砂
・

倒
木
の
除
去
、
家
屋
の
応

急
処
置
等
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
16
日
に
は
第
34

普
通
科
連
隊
、
第
１
特
科

隊
、
第
１
戦
車
大
隊
、
第

１
高
射
特
科
大
隊
、
第
１

施
設
大
隊
、
第
１
偵
察
隊
、

他
方
面
隊
等
の
増
援
部
隊

を
含
み
約
３
，
０
０
０
人

態
勢
を
も
っ
て
伐
採
・
給

水
・
入
浴
の
災
害
派
遣
活

動
に
従
事
し
た
。

▼
【
台
風
19
号
に
伴
う

災
害
派
遣
】

12
日
、
東
京
都
、
千
葉

県
、
静
岡
県
、
13
日
に
は
、

茨
城
県
、
埼
玉
県
、
神
奈

川
県
の
各
知
事
か
ら
の
災

害
派
遣
要
請
に
基
づ
き
、

師
団
は
人
命
救
助
を
第
一

義
と
し
た
即
時
救
援
活
動

を
実
施
し
た
。

13
日
以
降
、
第
１
普
通

科
連
隊
、
第
１
後
方
支
援

連
隊
は
、
世
田
谷
区
及
び

大
田
区
に
お
い
て
避
難
支

援
及
び
患
者
輸
送
を
、
第

１
後
方
支
援
連
隊
及
び
第

１
施
設
大
隊
の
機
械
力
を

も
っ
て
狛
江
市
に
お
け
る

道
路
啓
開
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
第
32
普
通
科
連

隊
及
び
第
１
施
設
大
隊
は
、

埼
玉
県
川
越
市
に
お
い
て

渡
河
ボ
ー
ト
を
活
用
し
た

人
命
救
助
活
動
を
、
第
34

普
通
科
連
隊
は
、
静
岡
県

裾
野
市
に
お
い
て
行
方
不

明
者
の
捜
索
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
同
県
小
山
町

に
お
い
て
、
施
設
に
流
入

し
た
土
砂
の
除
去
を
実
施

し
た
。

そ
の
後
、
生
活
支
援
活

動
と
し
て
、
第
32
普
通
科

連
隊
は
埼
玉
県
秩
父
市
に

お
い
て
、
第
34
普
通
科
連

隊
は
静
岡
県
函
南
町
に
お

い
て
、
第
１
戦
車
大
隊
は

静
岡
県
熱
海
市
に
お
い
て

給
水
活
動
を
実
施
し
た
。

第
１
施
設
大
隊
及
び
第
１

飛
行
隊
は
、
物
資
輸
送
と

し
て
、
東
京
都
奥
多
摩
町

の
孤
立
地
域
に
対
し
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
物
資

輸
送
を
実
施
し
た
。

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

「
働
く
く
る
ま
大

集
合
！
」
で
自
衛

隊
車
両
を
展
示

偵察用オートバイに跨る
子供たち

防
災
訓
練
で

自
衛
隊
へ
の
理
解

を
促
進

トウチ君を囲む子供たち隊員から説明を受ける若者たち

第
１
師
団
管
内
で
甚
大
な
被
害ブルーシートを屋根にかける

第１特科隊

救助活動を行う

第３２普通科連隊

台
風
15
・
19
号
に
伴
う
災
害
派
遣

民
生
安
定
に
寄
与

第１特科隊は１０月２２日、即位礼正殿

の儀に参加し、隊長林１佐が指揮する増強１

個中隊（７３名）は、北の丸公園第２駐車場

で、即位礼正殿の儀の儀式中、安倍内閣総理

大臣による万歳の発声（第１声）に合わせて、

初弾の砲音が宮殿に到達するように発射して、

じ後５秒間隔で砲４門、合計２１発の空包に

より礼砲の任務を遂行した。

宮殿にお祝いの礼砲轟く

第
34
普
通
科
連
隊
は
10

月
15
日
か
ら
11
月
５
日
ま

で
の
間
、
イ
ン
ド
共
和
国

ミ
ゾ
ラ
ム
州
対
内
乱
・
ジ
ャ

ン
グ
ル
戦
学
校
（
Ｃ
Ｉ
Ｊ

Ｗ
Ｓ
）
に
お
い
て
、
令
和

元
年
度
イ
ン
ド
に
お
け
る

イ
ン
ド
陸
軍
と
の
実
動
訓

練
（
ダ
ル
マ
・
ガ
ー
デ
ィ

ア
ン
19
）
に
参
加
し
、
イ

ン
ド
陸
軍
と
の
実
動
訓
練

に
よ
り
陸
上
自
衛
隊
の
対

テ
ロ
等
に
係
る
戦
技
技
量

を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

日
印
両
国
及
び
陸
軍
種
の

相
互
理
解
の
促
進
と
関
係

を
強
化
し
た
。

本
訓
練
に
お
い
て
、
第

34
普
通
科
連
隊
第
５
中
隊

（
中
隊
長

阿
部
３
佐
）
基

幹
の
約
30
人
の
隊
員
と
イ

ン
ド
陸
軍
ド
グ
ラ
連
隊
第

18
大
隊
（
大
隊
長

シ
ン
大

佐
）
１
コ
中
隊
基
幹
の
約

30
人
が
共
同
訓
練
を
行
な
っ

た
。

（
第
１
師
団
広
報
班
）

師団ＦＢ

ＱＲコード

師団Twitter

ＱＲコード

相互に連携した市街地戦闘訓練

イ
ン
ド
陸
軍
と
の
実
動
訓
練



今
、
自
衛
隊
は
豊
島
区

の
多
く
の
区
民
に
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

国
内
で
の
災
害
救
助
活

動
を
は
じ
め
国
外
の
動
き

に
対
応
し
た
防
衛
・
警
備
、

平
和
維
持
活
動
で
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
自
衛
隊
の
活
動
を
普

通
の
人
が
知
る
機
会
は
あ

ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
報
道
す
る
メ
デ
ィ

ア
も
少
な
く
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
事
故
な
ど
の
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
報
道
が
多
い

の
が
実
情
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

多
く
の
人
に
自
衛
隊
の
活

動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、

そ
し
て
、
現
場
の
自
衛
隊

員
に
民
間
人
の
中
で
も
応

援
し
て
い
る
人
が
多
く
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自

衛
隊
員
の
皆
様
に
と
っ
て

も
活
動
の
励
み
に
な
り
ま

す
。豊

島
区
防
衛
協
会
は
、

家
庭
や
職
場
・
地
域
社
会

の
秩
序
と
平
和
に
不
可
欠

な
防
衛
意
識
を
、
地
域
住

民
の
皆
様
に
お
考
え
頂
く

た
め
、
自
衛
隊
の
視
察
・

研
修
を
行
い
、
地
域
住
民

の
皆
様
と
の
架
け
橋
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
そ

の
意
識
を
高
揚
し
て
頂
く

と
共
に
、
自
衛
隊
へ
の
協

力
を
行
い
、
そ
の
健
全
な

る
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
き
た
い

と
想
い
ま
す
。

会
長

吉
村
辰
明

10
月
28
日
、
三
鷹
市
防

衛
協
会
で
は
東
立
川
駐
屯

地
に
あ
る
防
衛
装
備
庁
・

航
空
装
備
研
究
所
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
施

設
は
「
航
空
機
及
び
航
空

機
用
機
器
並
び
に
誘
導
武

器
に
つ
い
て
の
研
究
及
び

試
験
評
価
を
行
う
」
と
い

う
研
究
所
で
す
。
そ
れ
ら

は
、
将
来
戦
闘
機
と
い
わ

れ
る
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
を

純
国
産
で
開
発
す
る
研
究

や
、
ミ
サ
イ
ル
等
に
よ
る

攻
撃
や
防
御
の
研
究
、
無

人
機
の
開
発
、
ジ
ェ
ッ
ト

エ
ン
ジ
ン
や
ロ
ケ
ッ
ト
エ

ン
ジ
ン
の
開
発
、
そ
し
て

最
先
端
の
電
子
シ
ス
テ
ム

等
々
を
研
究
す
る
も
の
で

す
。専

門
的
な
内
容
で
は
な

い
か
と
少
々
か
ま
え
て
の

訪
問
で
し
た
が
、
研
究
者

の
方
々
か
ら
は
展
示
や
実

験
装
置
、
試
作
品
等
の
概

要
を
我
々
に
も
分
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
、

参
加
者
か
ら
は
た
い
へ
ん

楽
し
く
勉
強
に
な
っ
た
と

の
声
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

航
空
機
や
ミ
サ
イ
ル
に

よ
る
防
衛
は
今
後
さ
ら
に

重
要
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
技
術
を

継
続
・
継
承
さ
せ
発
展
さ

せ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

そ
の
一
端
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
防
衛
意
識
が
ま
す

ま
す
高
揚
さ
れ
た
視
察
と

な
り
ま
し
た
。

事
務
局
長

渥
美
典
尚

（３） 東京都防衛協会会報（１５号） 令和２年１月１日

地区防衛協会コーナー

昭
和
61
年
10
月
10
日
創

立
発
起
人
総
会
を
開
催
し

て
約
１
年
後
、
昭
和
62
年

12
月
６
日
創
立
総
会
（
発

起
人
会
か
ら
移
行
）
で
初

代
会
長
に
故
渡
邊
華
渓
氏

を
選
任
し
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
現
在
の
会
員
数
は
、

１
２
０
名
で
す
が
設
立
当

時
の
会
員
数
は
不
明
で
す
。

創
立
間
も
な
く
平
成
２

年
６
月
８
日
東
京
都
防
衛

協
会
に
加
盟
さ
せ
て
頂
き
、

総
会
・
防
衛
講
演
会
・
新

年
交
歓
会
（
市
ヶ
谷
グ
ラ

ン
ド
ヒ
ル
）
に
出
席
と
平

成
５
年
か
ら
自
衛
隊
と
の

交
流
と
し
て
小
平
駐
屯
地

（
観
桜
会
・
盆
踊
り
大
会
・

創
立
記
念
式
典
・
調
査
学

校
創
立
記
念
式
典
・
餅
つ

き
大
会
）
並
び
に
練
馬
駐

屯
地
（
第
一
師
団
創
立
記

念
式
典
・
第
一
普
通
科
連

隊
創
立
記
念
式
典
・
東
京

都
殉
職
隊
員
追
悼
式
）
の

開
催
行
事
に
出
席
と
又
、

平
成
７
年
８
月
「
富
士
火

力
演
習
」
と
平
成
７
年
11

月
「
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
」

を
見
学
し
た
記
録
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
平
成
２
年
活
動
を

開
始
し
て
平
成
７
年
頃
に

協
会
と
し
て
の
「
か
た
ち
」

が
や
っ
と
形
成
さ
れ
た
時

期
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

毎
年
恒
例
の
主
要
事
業

「
市
民
へ
の
防
衛
意
識
の

普
及
活
動
」
を
今
年
も
国

分
寺
募
集
相
談
所
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
11
月
９

日
10
日
と
多
く
の
市
民
が

集
う
場
所
「
市
民
み
ん
な

の
ま
つ
り
」
で
、
自
衛
隊

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
パ
ネ
ル
展
示
・

隊
員
募
集
支
援
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
、
市
民
と
の
交

流
活
動
を
し
ま
し
た
。

最
初
は
、
駅
北
口
商
店
街

で
自
衛
隊
パ
ネ
ル
展
示

（
試
行
）
を
平
成
11
年
12

月
11
日
に
行
っ
た
記
録
が

あ
り
小
さ
い
ま
つ
り
が
出

発
点
の
よ
う
で
し
た
。

当
協
会
は
こ
れ
か
ら
も

し
っ
か
り
と
自
衛
隊
を
応

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

事
務
局
長

小
山

弘

三

鷹

市

豊

島

区

東
久
留
米
市

シ
リ
ー
ズ
「
地
区
協
会
の
素
顔
」

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力

本
部
は
10
月
20
日
、
陸
上

自
衛
隊
立
川
駐
屯
地
に
お

い
て
、
東
部
方
面
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
隊
第
１
飛
行
隊
の

支
援
を
受
け
、
募
集
対
象

者
等
に
対
し
て
航
空
機
体

験
搭
乗
を
実
施
し
た
。

当
日
は
80
名
が
参
加
し
、

Ｕ
Ｈ
‐
１
の
１
番
機
、
２

番
機
及
び
フ
ラ
イ
ト
別
の

搭
乗
区
分
に
分
か
れ
、
１

フ
ラ
イ
ト
約
20
分
の
飛
行

経
路
を
区
分
ご
と
に
順
番

に
体
験
搭
乗
し
た
。
搭
乗

を
終
え
た
参
加
者
は
「
地

上
の
様
子
が
ま
る
で
地
図

を
見
る
よ
う
に
、
あ
っ
と

い
う
間
に
小
さ
く
な
っ
た

が
、
そ
の
速
さ
が
感
じ
ら

れ
な
い
く
ら
い
機
体
が
安

定
し
て
い
た
」
「
台
風
19

号
に
よ
る
河
川
の
増
水
跡

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
上
空
か
ら
の
情
報
の

重
要
性
を
感
じ
た
」
等
、

興
奮
し
た
様
子
で
話
し
、

航
空
学
生
を
目
指
し
て
い

る
と
い
う
男
性
は
、
「
初

め
て
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
乗
っ
た
が
パ
イ
ロ
ッ

ト
へ
の
憧
れ
が
更
に
増
し

た
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い

た
。

ま
た
、
２
番
機
の
誘
導
は
、

こ
の
春
に
東
京
地
本
立
川

出
張
所
を
通
じ
て
入
隊
し
、

航
空
機
整
備
員
と
し
て
９

月
に
部
隊
配
置
さ
れ
た
ば

か
り
の
阿
部
紗
弓
２
等
陸

士
が
担
当
し
て
お
り
、
そ

の
落
ち
着
い
た
行
動
と
、

参
加
者
に
対
し
て
明
る
く

丁
寧
に
機
材
説
明
を
す
る

姿
に
接
し
た
女
性
参
加
者

ら
は
、
「
女
性
が
活
躍
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
実
際
に

見
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
」
と
感
激
し
た
様
子
で

あ
っ
た
。

東
京
地
本
は
、
今
後
も

体
験
搭
乗
や
体
験
航
海
、

各
種
広
報
イ
ベ
ン
ト
等
を

通
じ
、
一
人
で
も
多
く
の

方
に
自
衛
隊
の
活
動
に
対

す
る
理
解
と
関
心
を
深
め

て
い
け
る
よ
う
広
報
活
動

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

し
て
い
る
。

（
東
京
地
方
協
力
本
部
）

「市民みんなのまつり」で、自衛隊員募集支援コーナーを

設けて自衛隊員募集を応援

殉職隊員追悼式参列

防衛装備庁・航空装備研究所

地本Twitter

ＱＲコード

ヘ
リ
体
験
搭
乗

で
能
力
を
体
感

ヘリに搭乗する参加者

研 修 大 会 開 催

防衛講演会＆音楽まつり観賞

女性部会

は
11
月
30
日
、
会
員
等
67

名
の
参
加
を
得
て
研
修
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
東
京
洋
服
会
館

に
お
い
て
10
時
30
分
か
ら

石
野
次
男
氏
（
元
統
合
幕

僚
学
校
長
、
東
京
都
常
任

理
事
）
を
講
師
に
お
迎
え

し
、
「
日
本
国
憲
法
制
定

時
の
憲
法
解
釈
と
現
在
の

国
際
情
勢
」
と
題
し
て
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

憲
法
制
定
の
経
緯
か
ら

始
ま
っ
て
昨
今
の
中
国
、

ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
等
を
含

む
我
が
国
周
辺
の
安
全
保

障
情
勢
に
言
及
し
、
「
自

分
の
国
は
自
分
で
守
る
」

た
め
に
憲
法
改
正
が
必
要

で
あ
る
こ
と
等
、
最
後
に

会
員
か
ら
の
熱
心
な
質
問

も
あ
り
、
誠
に
時
宜
を
得

た
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
後
グ
ラ
ン
ド
ヒ

ル
市
ヶ
谷
の
懇
親
会
で
は

優
雅
な
ラ
ン
チ
の
ひ
と
時

を
楽
し
み
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
令
和
元
年

度
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
を

観
賞
し
ま
し
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
Ｅ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｕ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
‐
変
革
の
響
き
、

進
化
へ
の
序
幕
‐
」
と
い

う
こ
と
で
陸
・
海
・
空
自

衛
隊
音
楽
隊
の
演
奏
や
自

衛
太
鼓
、
米
軍
に
加
え
、

ド
イ
ツ
及
び
ベ
ト
ナ
ム
の

軍
楽
隊
の
勇
壮
な
演
奏
を

満
喫
し
ま
し
た
。

東
京
都
女
性
部
会
は
こ

れ
ま
で
自
衛
隊
部
隊
研
修

が
主
体
で
し
た
が
、
今
回

は
防
衛
講
演
会
と
自
衛
隊

音
楽
ま
つ
り
の
セ
ッ
ト
で

開
催
し
、
実
り
多
い
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

事
務
局
長

谷
口
和
代

挨拶する江上栄子会長

講演中の石野次男講師

東
京
都
防
衛
協
会
女
性

部
会
（
会
長

江
上
栄
子
）
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◇ 材 料

豚スペアリブ・・８本

水・・７カップ

シナモンスティック・・１本

（又は、シナモンパウダー・・大匙１杯）

(a) にんにく・・１片

生姜・・・・１かけ

赤唐辛子

白ワイン・・１カップ

じゃが芋・・４個

長葱・・２本

(b) しょうゆ・・大匙２～３杯

みそ・・大匙４杯

すりごま・・大匙２杯

きな粉・・大匙２杯

◇ 作 り 方

① スペアリブは骨に沿って切り込みを入れ、熱湯に入れて２～３

分ゆで、水にとって洗う。

② （ａ）のにんにくは叩きつぶす。生姜は薄切りにし、赤唐辛子

は種を除く。

③ 鍋に（ａ）を合わせ、①を入れる。１時間程、肉がやわらかく

なるまで蓋をしてゆでる。アクが出たら除く。

④ じゃが芋は皮をむき、大きめの乱切りにして水にさらし、ザル

にあげて水気をきる。長葱は斜め薄切りにする。

⑤ ③に④のじゃが芋を入れて中火で煮る。沸騰したら火を弱め、

２０分程じゃが芋に火が通るまで煮る。

⑥ ⑤に（ｂ）のしょうゆとみそを加え、味がなじむまで煮て味を

調える。

⑦ 卓上で弱火で煮ながら器に適量とり、長葱を入れ、すりごまと

きな粉を振り入れながらいただく。

《 江上先生から皆様へ 》

「カムジャタン」は韓国の鍋料理の一つで、バラ肉が程よくついた

豚の骨をじゃが芋と共にピリカラ味に煮込んだものです。

生姜や唐辛子、にんにく等で香りも強めなのが特色です。

○ 豚肉は骨なしのバラ肉や肩ロースでも食べやすく美味しくでき

ます。

○ 最後には煮詰まった汁を湯でうすめて、麺類を入れていただく

のも体が温まってよいものです。

【 江上料理学院のお問い合わせ 】

TEL 03-3269-0281 FAX 03-3269-0285

《寒い冬に便利な鍋料理》

江上栄子先生

☆江上料理学院

院長

☆東京都防衛協会

女性部会会長

カムジャタン（豚スペアリブの味噌鍋）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
会
報
の
充
実
・

発
展
に
ご
支
援
・
ご
協
力

い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
昨
年
は
、
新
天
皇

の
ご
即
位
に
係
る
諸
行
事

が
執
り
行
わ
れ
、
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
本

で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
等

慶
事
が
続
き
ま
し
た
が
、

一
方
で
、
秋
雨
前
線
に
よ

る
九
州
北
部
で
の
豪
雨
災

害
、
台
風
15
号
・
19
号
に

よ
る
大
停
電
や
大
水
害
等

が
起
き
、
国
外
で
は
米
朝

協
議
に
進
展
が
な
く
、
中

国
の
南
シ
ナ
海
・
東
シ
ナ

海
に
お
け
る
現
状
変
更
の

活
動
が
継
続
し
、
イ
ラ
ン

を
巡
る
動
き
が
慌
た
だ
し

く
な
る
な
ど
、
わ
が
国
に

と
っ
て
国
内
外
と
も
に
厳

し
い
一
年
で
し
た
。

こ
の
様
な
中
、
自
衛
隊

の
皆
様
に
は
多
く
の
災
害

に
的
確
に
対
応
し
つ
つ
、

国
防
の
任
務
に
ま
い
進
し

て
い
た
だ
き
本
当
に
頭
の

下
が
る
思
い
で
す
。

今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
す
が
、
国
内

外
と
も
に
平
穏
な
年
で
あ

り
た
い
も
の
で
す
。

当
会
報
で
は
今
年
も
自

衛
隊
の
皆
様
の
真
摯
な
活

動
、
そ
し
て
そ
れ
を
応
援

す
る
会
員
の
皆
様
の
活
動

を
積
極
的
に
発
信
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｗ
）

新
年
を
迎
え
て

前号で領域横断作戦について述べました。今

回は現在の大綱において強調されている新たな

領域である宇宙・電磁波・サイバー領域につい

て、具体的な例を示し解説します。

今年9月14日、サウジアラビア東部の石油生

産プラントが、巡航ミサイルとドローン攻撃に

よって大きな被害を受けた事件は記憶に新しい

ところです。

誰が攻撃を行ったのか、サウジアラビアの防

空態勢は機能したのかなど、様々な点について

明確になっていないが、この攻撃は現代におけ

る軍事作戦のひとつの典型と言えます。

巡航ミサイル及び無人機による攻撃でしたが、

先ずは目標設定について考えてみましょう。北

朝鮮による弾道ミサイル発射にしても、その兆

候を含め発射場所、形態などは全て宇宙領域に

ある偵察衛星によって捕捉されています。

何処から発射されたのか不明ですが、巡航ミ

サイルが長距離を飛翔し、設定された目標を正

確に爆撃し、攻撃を成功させています。巡航ミ

サイルが自らの位置を測定しながら指定された

目標まで飛翔することは可能ですが、目標まで

精密に誘導され攻撃を成功させるには、風等の

影響により生じる誤差を補正するGPS衛星を活

用した誘導が不可欠となります。このGPS誘導

は車載のナビゲーションを使っている方ならば、

その精度の高さをご承知のことと思います。

（※安全保障分野における宇宙利用のイメージ

は下図を参照してください。）

次に、攻撃を受けたサウジアラビアの防空網

はなぜ目標を捕捉できなかったのでしょうか？

あるいは巡航ミサイルや無人機はどのようにし

て防空網を回避できたのでしょうか？防空の鍵

は敵の発見であり、そのためにはレーダーによ

り探知する必要があります。防空網を潜り抜け

ることができたということはレーダーに探知さ

れなかったということであり、公表されている

映像から巡航ミサイルも無人機もステルス性を

有しているとは考えにくく、攻撃側が何らかの

手段でレーダーを破壊したか、サイバー攻撃に

より防空システムを機能しないようにしたか、

あるいは妨害電波を発信してレーダーが捕捉で

きないようにした可能性があります。いずれに

しても攻撃においてサイバー領域、電磁波領域

で同時に攻撃を行った可能性が高いと思われま

す。

この例が示しているように現代の兵器や兵器

システムは、コンピュータを使いネット・ワー

ク化され、また誘導、探知、指揮統制の為に電

磁波を使っており、陸上・海上・航空の戦力に

加えて宇宙、サイバー、電磁波の領域を駆使し

て攻撃や防御を行うことが現代戦の特徴となっ

ています。

常任理事 吉田浩介

（元空自補給本部長）

防衛豆知識 宇宙・サイバー・電磁波

東京都防衛協会
ホームページ用
のＱＲコードを
作成しました。
ご活用ください。

あ
き
る
野
市
は
、
秋
川
市
と

五
日
市
町
が
平
成
7
年
に
合
併

し
誕
生
し
ま
し
た
。

東
京
都
立
秋
留
台
公
園
は
、

多
摩
川
の
支
流
、
秋
川
と
平
井

川
の
間
に
広
が
る
秋
留
台
地
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
周
辺
は

武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
田
園
風

景
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
公
園

内
に
は
、
競
技
場
や
芝
生
広
場

や
バ
ラ
園
等
が
存
在
し
、
約
１

１
０
種
４
５
０
株
あ
る
バ
ラ
園

は
、
レ
ン
ガ
と
大
理
石
を
使
っ

た
東
欧
風
の
佇
ま
い
を
思
わ
せ

る
庭
園
内
で
春
・
秋
に
は
ロ
ー

ズ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
、
年

間
利
用
者
は
、
約
85
万
人
の
方

が
訪
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
公
園
内
で
、
毎
年
11
月

に
市
主
催
の
産
業
祭
が
開
催
さ

れ
、
五
日
市
防
衛
協
会
と
共
催

で
自
衛
隊
紹
介
と
自
衛
官
募
集

の
お
手
伝
い
を
2
日
に
亘
っ
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

秋
川
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

は
、
通
称
「
と
う
も
ろ
こ
し
街

道
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
五
日
市

街
道
沿
い
に
、
平
成
5
年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
直
売
コ
ー
ナ
ー
を
中

心
に
安
全
で
新
鮮
な
野
菜
等
を

販
売
し
て
お
り
、
近
郊
か
ら
の

利
用
者
も
多
く
混
雑
を
呈
し
て

い
ま
す
。

細
谷
火
工
株
式
会
社
は
、
明

治
39
年
に
創
業
し
、
あ
き
る
野

市
に
東
京
ド
ー
ム
約
６
.
５
個

分
の
面
積
を
所
有
し
、
火
薬
や

爆
薬
の
他
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物

質
を
利
用
し
た
様
々
な
加
工
品

の
製
造
販
売
を
主
力
事
業
と
し

て
い
ま
す
。
製
品
の
多
く
は
、

防
衛
省
を
は
じ
め
と
し
た
官
公

庁
や
民
間
の
様
々
な
場
所
で
訓

練
や
救
命
・
救
難
装
備
品
と
し

て
使
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

さ
ら
に
は
宇
宙
開
発
分
野
で
も

当
社
の
加
工
品
が
使
用
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
危
険
性
評

価
試
験
棟
の
委
託
試
験
や
火
薬

類
等
の
燃
焼
処
分
ま
で
幅
広
い

事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

会
長

山
口
幸
男

名所・名店

あ
き
る
野
市
秋
川
地
区

都立秋留台公園 バラ園秋川ファーマーズセンター

安全保障分野における宇宙利用のイメージ

令和元年度防衛白書から抜粋


